
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ

基
地
港
湾
の
活
用
で
地
域
振
興

民
間
事
業
者
に
予
報
業
務
許
可

国
交
省

検
討
会
洪
水
・
土
砂
災
害
防
止
で
骨
子

国
土
交
通
省
は
五
月
十
八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
二
号
館
会
議
室
で
第
一
回
「
二
〇
五
〇
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の
た
め
の
基
地
港
湾
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
（
座
長
・
來
生
新
横
浜
国
立
大

学
名
誉
教
授
）
を
開
催
し
た
。
温
室
効
果
ガ
ス
を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る

洋
上
風
力
発
電
設
備
の
導
入
促
進
へ
一
段
と
取
り
組
み
を
加
速
す
る
。
将
来
的
に
必
要
な
基
地
港
湾
の
全
国
配
置

や
最
適
な
面
積
・
地
耐
力
な
ど
を
検
討
し
、
基
地
港
湾
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
め
ざ
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で

見
た
と
き
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
と
吸
収
量
が
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
の
状
態
を

指
す
。
削
減
が
困
難
な
場
合

は
他
の
場
所
で
実
現
し
た
排

出
削
減
・
吸
収
量
を
購
入
す

る
か
排
出
削
減
を
実
現
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
参
加

し
、
排
出
量
の
全
部
を
埋
め

合
わ
せ
る
。
具
体
的
に
は
化

石
燃
料
を
使
わ
な
い
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
切
り
替

え
、
廃
棄
物
の
削
減
、
輸
送

の
電
化
、
森
林
再
生
へ
の
資

金
提
供
な
ど
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

菅
義
偉
首
相
は
二
〇
三
〇

年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
を
二
〇
一
三
年
度
比
四

六
％
削
減
と
定
め
、
再
エ
ネ

な
ど
脱
炭
素
電
源
の
最
大
限

の
活
用
を
表
明
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
省
は
洋
上
風
力

発
電
設
備
の
設
置
・
維
持
管

理
に
不
可
欠
な
基
地
港
湾
と

し
て
秋
田
港
、
能
代
港
、
鹿

島
港
、
北
九
州
港
の
四
港
を

指
定
し
て
整
備
促
進
に
努
め

て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
、
昨

年
末
に
策
定
さ
れ
た
第
一
次

洋
上
風
力
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
関
連
産
業
の
立
地
・

集
積
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
や
雇
用
創
出
を
図
る
た

め
、
港
湾
管
理
者
と
連
携
し

て
臨
海
部
エ
リ
ア
に
お
け
る

企
業
誘
致
策
を
集
中
的
に
進

め
て
い
く
方
針
だ
。
た
だ
港

湾
管
理
者
や
地
元
市
町
村
か

ら
基
地
港
湾
を
核
と
し
た
地

域
振
興
や
経
済
・
雇
用
創
出

効
果
が
わ
か
り
に
く
い
と
の

声
も
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
た
に
同
検
討
会
を
設
け
て

課
題
を
解
決
し
て
い
く
。

当
日
の
初
会
合
で
は
髙
田

昌
行
同
省
港
湾
局
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
よ
る
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

洋
上
風
力
発
電
導
入
の
加
速

化
が
不
可
欠
だ
。
第
一
線
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
か

ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜

り
、
効
果
的
な
施
策
の
展
開

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
、
活
発
な
議
論
を
促
し

た
。
ま
た
來
生
座
長
が
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
へ
洋
上
風

力
発
電
の
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
基
地
港
湾
の
あ
り

方
な
ど
重
要
な
課
題
に
対
し

て
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
発
言

を
お
願
い
す
る
」
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
の
あ
と
一
般
社
団
法
人

日
本
風
力
発
電
協
会
と
一
般

社
団
法
人
日
本
埋
立
浚
渫
協

会
が
現
在
の
取
り
組
み
状
況

や
問
題
点
な
ど
を
報
告
し

た
。

国
土
交
通
省
は
五
月
十
七

日
、
東
京
・
虎
ノ
門
の
気
象

庁
大
会
議
室
で
第
三
回
「
洪

水
及
び
土
砂
災
害
の
予
報
の

あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」

（
座
長
・
沖
大
幹
東
京
大
学

大
学
院
工
学
系
研
究
科
教

授
）
を
開
き
、
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
報
告
書
骨
子

を
ま
と
め
た
。
官
民
の
役
割

の
方
向
性
と
し
て
民
間
事
業

者
に
一
定
の
業
務
を
許
可
す

る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る

洪
水
や
土
砂
災
害
の
激
化
・

頻
発
化
に
伴
い
予
報
に
対
す

る
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
広
が
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
国
交
省

は
同
検
討
会
を
設
置
し
、
適

切
な
防
災
行
動
に
つ
な
が
る

情
報
提
供
の
あ
り
方
や
官
民

の
役
割
分
担
に
つ
い
て
議
論

を
重
ね
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
立
川

康
人
京
都
大
学
大
学
院
工
学

研
究
科
教
授
、
池
内
幸
司
東

京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
教
授
、
芳
村
圭
東
京
大
学

生
産
技
術
研
究
所
教
授
、
海

堀
正
博
広
島
大
学
防
災
・
減

災
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

ら
の
学
識
者
に
加
え
、
民
間

か
ら
㈱
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー
ス

の
石
河
大
氏
、
㈱
建
築
技
術

研
究
所
の
米
勢
嘉
智
氏
ら
が

最
新
の
情
報
を
提
供
。
ま
た

国
や
民
間
の
予
報
の
あ
り
方

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

を
繰
り
広
げ
た
。

新
た
に
整
理
し
た
報
告
書

骨
子
は
①
社
会
の
適
切
な
防

災
行
動
や
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
に
向
け
た
予
報
の
あ

り
方
②
国
な
ど
に
よ
る
予
報

の
あ
り
方
③
民
間
に
よ
る
予

報
の
あ
り
方
―
―
な
ど
で
構

成
。
国
や
都
道
府
県
は
予
測

技
術
の
高
度
化
や
新
技
術
の

活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

民
間
は
国
な
ど
が
対
応
し
き

れ
な
い
ニ
ー
ズ
へ
の
情
報
提

供
を
行
う
。
具
体
的
に
は
民

間
事
業
者
に
よ
る
予
測
情
報

の
内
容
や
提
供
先
の
範
囲
、

予
報
業
務
許
可
基
準
な
ど
を

整
備
す
る
。

髙田港湾局長

国交省検討会が初会合

來生座長

気象庁大会議室で意見交換

沖座長
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